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　　アムール川とのつながり

　　売買川の（?）魚の骨で、もようつけ
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第２章　十勝の先史時代と川 － ２．縄文時代

縄文時代の川漁 … すでに基本は今と同じに

　縄文時代の人々にとって、サケなどの川魚は

大切な食べ物でした。ですから、川での漁をさ

かんにおこなっていました。

　豊頃町の「高木１遺跡」、浦幌町の「平和遺

跡」や「下頃辺遺跡」からは、小さなくぼみが

つけられた石がたくさん見つかっています。く

ぼみのおかげで、ひもをしばりつけやすくなっ

ています。

　これは、およそ7,500年前、川で魚をとる時に

網につけられたおもり（石錘）です。

　石狩市にある「紅葉山49号遺跡」では、およそ

4,000年前の「エリ」という川魚をとるしかけが見

つかりました。エリは、川の流れの中に木のくいの

列を作ったもので、魚をワナの方へ向かわせるしか

けです。

　紅葉山49号遺跡のエリには、サケ・マスをとるた

めのものと、くいの間をヤマブドウのつるで編みこ

んだ、小さな魚をとるためのものとがありました。

　このほか、タモ網、丸木舟（一部分）、舟をこぐ

ための櫂、魚をたたくための棒、魚をつくためのモ

リやヤス（石製や骨角製）、たいまつ用の道具、舟

の形をした皿、すだれのように細い木がたくさんな

らんだもの（柵？）などが見つかり、縄文時代には

今に通じる川漁がおこなわれていたことがわかりま

した。

　残念ながら、こうしたあとは十勝では見つかって

いません（木の道具はふつうくさってしまう）が、

同じ方法で漁がおこなわれていたのかも知れません。

　芽室町の西士狩４遺跡（およそ 6,000 年前）では、サ

ケ（？）、イトウ、ウグイの仲間とともにチョウザメの

骨が見つかりました。

　チョウザメがここまで十勝川をのぼっていたこと、ま

た、ウグイの仲間がマルタ（河口近くから海にすむ）ら

しいということから考えると、このころの十勝川河口は、

かなり上流に入りこんでいたようです。

　当時は今よりも暖かく、海水面が高くなっていた「縄

文海進（→ｐ84）」のころでした。

エリのイメージ。　　　　　　　　　　　　　　 　（CGイラスト：石狩市教育委員会蔵）

紅葉山49号遺跡（石狩市）で見つかったエリのあと。木のくいが一列にな

らんでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（写真：石狩市教育委員会蔵）

（上）石のおもり。くぼみ

がついている。

（帯広百年記念館：※３）

石のおもりの使用イメージ。

チョウザメ。十勝川には昭和時代なかばまでいたという。

（浦幌町立博物館：※４）

・稲田小

百年記念館・ ・
花
園
小

・豊成小

・明星小

・川西Ｃ遺跡

↑ 

ウ
ツ
ベ
ツ
川

↑ 

売
買
川

稲
田
１
遺
跡

↑ 

札
内
川

・大正小

・愛国小
・川西小

↑ 

途
別
川

↑ 

ヌ
ッ
プ
ク
川

大正遺跡

サ
ハ
リ
ン

ア
ム
ー
ル
川

↓

↑ 

札
内
川

た い しょう  い  せ き

い 

な  

だ　
　
　
　

 

い   

せ
き

じょう も ん     じ      だ い か  わ  りょう き　　ほ ん

じょうもん  じ   だい

とよ ころ ちょう

あ み

いし かり  し

め むろ ちょう に し  し  か り い  せ き

ほ ね

か  こ う

か  こ う

あたた

もん かい しん

じょう

も み じ  や ま　　   ごう   い  せ き

も み じ  や ま　　  ごう   い  せ き

あ

か い ぼ う

いし せい こっ かく せい

あ み ふ ね

ふ ね

さ く

かわりょう

じょう もん じ だい

ま る  き  ぶ ね

せき すい

した ころ  べ     い  せ きせ き

た か  ぎ い  せ き うら ほろ ちょう へ い  わ    い

も  み  じ  や ま　　　  ご う   い せ き い し か り   し




